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研究成果の概要（和文）：アンケート結果から、二次障害に対する知識は、「よく知らない」が45.7%、「二次
障害があると思う」と回答した人は、52.1%であった。ピアサポートに関しては、求める情報の違いによって相
談する相手を選択している可能性や、医療者とは違うピアに期待されている役割が考えられた。
インタビュー調査では、「横のつながり」と「縦のつながり」が抽出され、ピアを通じて実践知を形成してい
た。エイジングプレイスの秘訣としては、介助してもらう経験を（障害を持つ前に）する、介助のされ方、介助
者との付き合い方、「迷惑をかけない」教（健常者が持つ「迷惑をかける」ことへの恐れ・嫌悪感）に気づく、
などのアドバイスが語られた。

研究成果の概要（英文）：The results of the questionnaire showed that 45.7% of respondents said they 
did not know much about secondary disabilities, and 52.1% responded that they thought they had a 
secondary disability. Regarding peer support, it is possible that people choose who they consult 
with depending on the information they seek, and that peers are expected to play a different role 
than medical professionals.
In the interview study, ``horizontal connections'' and ``vertical connections'' were extracted, and 
practical knowledge was formed through peers. The secret to an aging place given by people with 
disabilities who have lived in communities is to have the experience of receiving assistance (before
 you become disabled), how to receive assistance, how to interact with the caregiver, and awareness 
towards "not cause trouble" fear that the non-disabled have. 

研究分野：ヘルスコミュニケーション

キーワード： 障がい者　高齢化　エイジングプレイス　ピアサポート

  ４版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本のみならず世界が高齢化へ向かっている中、これまでは「高齢期になって障害をもつ」人口（障がい高齢
者）に注目がされがちだった。しかし医療技術の発達などから「障害を持ちながら高齢期を迎える人たち」（高
齢障がい者）も増えてきている。近年、エイジングプレイスという言葉が使われるようになったが、その言葉が
作られる前から、障害があっても地域で暮らす人たちは、「要介護状態になっても地域で豊かに暮らす」工夫を
重ねている。彼ら・彼女たちからエイジングプレイスの秘訣を学び、社会のリソースとすることが本研究の社会
的意義といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 

・インターネットを使う障がい者は年々増えており、利用目的としては、「知りたいことを調べるため」

が障害別、性別にかかわらず上位を占めている（総務省 情報通信政策研究所、2012）。知りたい

ことを調べる方法の一つとして、インターネット上のQ&Aサイトで質問を投稿し見知らぬ人から回答

を得るユーザー生成メディア（CGM：Consumer generated media）がある。「Yahoo知恵袋」はその

CGMの一つで、利用者同士が知恵を出し合う互助の場として機能している。外出への制約が多い

障がい者の場合、障害に関する集合知はインターネットに蓄積されている可能性が高いが、CGM

の内容まで踏み込んだ研究はこれまでなかった。 

・超高齢化社会のわが国において、近年“エイジング・イン・プレイス（AIP）：住み慣れた地域で（た

とえ要介護状態になっても）豊かに年を重ねる”という言葉がよく聞かれる。エイジング・イン・プレイ

スは「地域包括ケア」や「アクティブ・エイジング（活動的な高齢化）」のコアとなる概念のひとつであ

る（厚生労働省、2014）。地域生活を長年行っている障がい者たちは、試行錯誤しながらコミュニテ

ィで「障害との共生」を実践してきたAIPの先駆者たちと言えるが、障がい者からAIPの秘訣を学ぶ、

という発想はこれまでなかったため、本研究を実施した。 
 
２．研究の目的 
 

本研究では地域で暮らす障がい者（特に重度身体障がい者）の“エイジング・イン・プレイス（Aging 

in place：「住み慣れた地域で豊かに年を重ねる」）”に関する知恵や工夫を以下のミクストメソッド方

法で調査した。 

1．インターネットQ&Aサイト「Yahoo知恵袋」に投稿された障害当事者たちによる生活や暮らしに関

する質問・回答内容を計量テキスト分析によって、障害を持ちながら生活する「集合知」を量的に調

査する。 

2．地域で暮らす障害当事者たちの“エイジング・イン・プレイス（Aging in place：AIP）”の工夫や知

恵をインタビューを通して質的に調査する。 
 
３．研究の方法 
 

本研究では、質的調査と量的調査を交互に組み合わせ妥当性を高めるミクストメソッド方法（混

合研究法）を用いた。 

 
４．研究成果 
 

当初の予定としては、Yahoo知恵袋データを使用する予定だったが、内容を確認してみると、高

齢化についての投稿がほとんどなかったので、インタビューに加えて、脊損者にアンケート調査を

行い、最終年度では、特に加齢やエイジングインプレイスに深い関連がある、二次障害やピアサポ

ートについて着目し、インタビューやアンケート結果をまとめた。 

研究協力者の背景は、男性が80.2%、年齢の平均値は61.7歳、受傷後経過年数は30.4年、受傷

部位は、頚髄432名（47.9%）、胸髄351名（39.0％）、腰髄118名（2.8%）、麻痺の状態は四肢麻痺433

名（48.2％）、対麻痺465名（51.8％）であった。アンケート結果から、エイジングが障害のためより早

く感じられる二次障害に対する知識は、「具体的な内容まで知っている」が15.4%、「言葉は聞いた

ことがあるが、内容までは知らない」が38.9%、「よく知らない」が45.7%と半数近くを占めた。また「二

次障害があると思う」と回答した人は、52.1%であった。 



また、ピアサポートに関しては、排泄管理の指導・アドバイスにおいて（食事や水分補給、活動レ

ベル、薬物治療、排泄ケア、排泄用具使い方、失禁時の対応の仕方、その他）、すべての項目で

ピアを含めた非医療職より医療専門職から指導やアドバイスを多く受けていることが分かった。一

方で非専門職との医学的知識量の違いが出やすい「薬物治療」に対し、実践的な対応が求められ

る「失禁時の対応」ではその割合の差の大きさはかなり異なっており、求める情報の違いによって

相談する相手を選択している可能性を検討するため、非医療者からのアドバイスに焦点を当てて

「失禁時の対応」と比較した二次解析を行った。 

結果として「失禁時の対応の仕方」はほかの項目と比較して、非医療者からのアドバイスの割合

が多く、実践的な情報に関しては非医療者を相談者として選択していることが明らかになった。ま

た有意差はなかったが「食事や水分」「活動レベル」「排泄ケア」の点推定値や95%信頼区間は概ね

似ており、「薬物治療」や「排泄用具の使い方」と比べると、非医療者に相談する傾向があるといえ

る。一方で、だれにも排泄管理について指導やアドバイスを受けていない人たちも一定数いること

がわかった。 

次にインタビュー調査から、「横のつながり」と「縦のつながり」が抽出され（概念図）、ピアのコミュ

ニケーションを通じて障がい者同士の「横の」実践知を形成していることが明らかになった。加えて

これから高齢になって障害をも

つ障害高齢者たちに対して、介

助してもらう経験を（障害を持つ

前に）する、介助のされ方、介助

者との付き合い方、「迷惑をかけ

ない」教（健常者が持つ「迷惑を

かける」ことへの恐れ・嫌悪感）

に気づく、などのアドバイスが語

られた。以下にインタビューデー

タから各テーマについて、抜粋

する。 

 

【介助してもらう経験を（障害を

持つ前に）する】 

常々私は「絶対にみんな健常者

の頃から、今から人にそうやって介助してもらう体験をしておいたほうがいいって」って結構いうんで

す。 

 

【介助のされ方】 

A:通り歩いてて、段差乗り越えられなきゃ手伝ってって言うし、お店で何か困れば「おぼん貸して。

食べやすくなるから」とか。何でも頼むよ。その場で。 

Q:そのとき、頼みやすい人って何となくいますか？ 道端で。 

A:それはだいたい彼女連れて歩いてる男性はカッコいいとこ見せたいから必ず手伝うし、とか。そう

いう合理的な観察能力じゃないか。 

Q:1人じゃなくて誰かと連れ立ってる人のほうが頼みやすい。 

A:うん、そりゃそうだ。 

 



【介助者との付き合い方】 

A:ヘルパーは女中さんじゃないっていうことだよな。人格、人権を尊重して、お願いしないといけな

いっていうことが1つだよな・・・関係性を維持しながら、使っていくっていうふうなことが必要なんだ

けど。そういうコツをなかなかつかむまである意味時間がかかるよね・・・向こうが気付いて先回りし

てやってくれるのもいるけど、先回りは止めてくれって頼んだりもする。明快に相手に自分の意思を

伝えるっていうのやってかないと、破綻するよな。 

 

【「迷惑をかけない」教（健常者が持つ「迷惑をかける」ことへの恐れ・嫌悪感）に気づく】 

A: 健常者のときほど結構強かったと思うんですよね、「人に迷惑を掛けたらあかん」っていうこと…。

（障害を持ち）自立生活を始める前は…障害学界隈のことは、何年かいろいろ目にしたり読んだり

調べたりはしていた・・。多分そっちの（障害学が提唱している）生き方のほうがいいなって……健

常者の頃「人のお世話になることはもうダメた、迷惑をかけてはダメだ」って感じで障害をもって生き

るのは本当に無理やわってだいぶ思っていた 

 

「医療専門家」というと、大学で学位を取得したり専門機関でトレーニングを受けたりした専門知

識を有した人たちを思い浮かべ、患者や障害当事者たちは、通常医療の消費者、サービスの受益

者と考えられている。しかし長年障害と共生しながら地域で暮らしている障がい者たちは、AIPの先

駆者として「実践知」を蓄えており、これから高齢になって障害をもつ高齢障がい者に対して、多く

の示唆を与え得る可能性が示唆された。 

 

今後については、医療者とピアサポーターが担うケア役割の仕組みや違いについての研究、あ

るいはピアが入ったケアチームのコミュニケーションについての研究が考えられる。また保健医療

分野でのピアサポートと教育といった多領域でのピアサポートとの比較調査は、ピアサポートの汎

用性や共通項を明らかにできるだろう。さらにこれまで暗黙知とされてきたピアサポートの実践知に

ついて明示化し深める必要がある。厚生労働省は同病者によるピアサポートを障害福祉分野に取

り入れようと、令和3年度からピアサポート体制加算が新設された。ピアサポーターの役割を明らか

にすることで、医療現場におけるピアによるサポートの更なる広がりが期待できる。 

 

日本のみならず世界が高齢化へ向かっている中、これまでは「高齢期になって障害をもつ」人口

（障がい高齢者）に注目がされがちだった。しかし医療技術の発達などから「障害を持ちながら高

齢期を迎える人たち」（高齢障がい者）も増えてきている。近年、エイジングプレイスという言葉が使

われるようになったが、その言葉が作られる前から、障害があっても地域で暮らす人たちは、「要介

護状態になっても地域で豊かに暮らす」工夫を重ねてきている。彼ら・彼女たちからエイジングプレ

イスの秘訣を学び、社会のリソースとすることが本研究の社会的意義といえる。 

 

本研究の成果は、論文（8本）、分担執筆図書（3本）、発表（1３本、うち招待講演6本）で報告され

た（予定含む）。 
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